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特定非営利活動法人宇都宮まちづくり市民工房 

2019（令和元）年度事業報告 

2020 年 3 月 31 日 

 

Ⅰ．法人の使命 

Ⅰ－１．宇都宮まちづくり市民工房の使命 

 宇都宮市の市民活動活性化に関する事業、および行政、営利団体、市民活動団体がそれぞれ

の特性を活かして協働するための事業を行い、「市民の手による、市民のためのまちづくりの実現」

に寄与することを目的とします。 

 

Ⅰ－２．主な事業 

 市民工房の定款上の事業の種類は以下の通り。 

 ①市民活動に関する情報・資料の収集および提供 

 ②市民活動に関する相談 

 ③市民活動団体間および企業または行政との交流連携の促進および支援 

 ④市民活動に関する調査研究および政策提言 

 ⑤コミュニティ活性化事業の支援 

 ⑥市民活動に関する人材育成 

 ⑦宇都宮市まちづくりセンターの管理運営 

  

Ⅰ－３．第２期中期計画（2018 年度から 2022 年度の 5 ヵ年）初年度 

第２期中期計画を 2017 年下半期に策定し、2019 年度はその 2 年目であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 



 

Ⅱ．2019（令和元）年度 宇都宮まちづくり市民工房 事業報告 

2019 年度通常総会で承認された 2019 年度事業は以下の通りである（Ⅱ－5 を除く） 

 

 

 

Ⅱ－１． 

コミュニティ 

活性化事業の支援 

定款⑤ 

１）日光市三依交流プロジェクト 

 ①遊休地（清水原）の活用 

 ②第 11 回三依杯雪合戦 

 ③雪下ろしお手伝い 

Ⅱ－２． 

市民活動の人材 

育成 

 定款⑥ 

１）非営利活動団体（NPO）の組織基盤強化 

①NPO マネジメント支援を担う人材育成事業 

 ②会計税務支援の専門家ネットワークづくり 

 ③NPO 法人事務力検定初級（入門手続き編）／ 

  NPO 法人事務力アップセミナー 

 ④NPO 法人事務力検定 認定講師の養成 

 

２）NPO 組織の実務向上事業 

 ①実務担当者向け研修会の定期開催 

 

３）NPO への伴走支援事業（本格実施は 2020 年以降） 

 

Ⅱ－３． 

市民活動に関する

調査研究および政

策提言 

   定款④ 

１）共助社会研究会 

 ①市民工房サロン（仮称） 

②調査研究 地域自治を考える 

  ～栃木県における小規模多機能自治の可能性を 

探る～ 

Ⅱ－４． 

まちづくり支援  

   定款⑦ 

１）宇都宮市まちづくりセンターの管理運営 

Ⅱ－５． 

台風 19 号水害 

復興支援活動 

１） 田川クリーンアップ大作戦 

２） うつのみや暮らし復興支援センター 



 

Ⅱ‐１．コミュニティ活性化事業の支援（定款⑤） 

１）日光市三依交流プロジェクト  2007 年 12 月にスタートして 12 年目 

＜事業の対象とねらい＞ 

・対象：自然と共存した暮らしや農業に関心のある都市部住民および三依地区の住民 

・ねらい：①農作業を通した自然との関わり方、②地域における支え合いや近所付き合い 

    の現場を学びながら、都市部の地域課題について考える機会を提供する。 

 

＜実現したこと＞ 

① 遊休地（清水原）の活用 

 電気柵完備の清水原農場を使わせていただいている。5 月から

10 月までに、宇都宮市及び三依での作業日は 15 日、延べ 18 名

（2018 年度は 10 日、14 名）が農作業（大根、キャベツ栽培）

に取り組んだ。キャベツは例年に比べて虫害が少なく約 30 個収

穫することができた。一方で、大根は発芽後に鳥害にあったこと、

収穫時期の 10 月に台風 19 号被害による復興支援に労力を割い

たこと、などから約 30 本の収穫にとどまった。 

★農産物に関する収支 

支出 12,129 円（原材料費）に対して、鳥害および例年販売機会となるまちぴあまつりが台

風被害で中止になったこともあって、収入が得られなかった。 

 

② 第 11 回三依杯雪合戦 雪不足のため中止 

2020 年 2 月 9 日（日）に開催予定であったが、昨年以上の暖冬

で降雪がほとんどなく、2 年連続で中止せざるを得なかった。 

★寄付 

2018 年度に団体運営費として、21 団体・個人から 81,000 円のご

寄付をお預かりしているので、次年度の開催運営に充てさせてい

ただく。 

③ 雪下ろしのお手伝い 

雪が降らなかったため、要請なし。 

 

＜今後の活動について＞ 

 2018 年度は、三依横川集落での火災、担い手不足によるビーフピア終了、雪不足による

雪合戦中止、2019 年度は台風 19 号被害と暖冬、と自然環境も含めた活動状況の見直しを

余儀なくされている。イベンド頼みではなく、プロジェクトの原点である「現地の方々との

交流」に立ち返った活動を目指す必要がある。また、暖冬傾向が続くようであれば、夏から

秋にかけて、雪合戦に代わる交流プロジェクトを企画することも検討していく。 

 



 

Ⅱ‐２．市民活動の人材育成（定款⑥） 

１）非営利活動団体（NPO）の組織基盤強化 

１）‐① NPO マネジメント支援を担う人材育成事業 

＜事業の対象とねらい＞  

・対 象：NPO の支援機関スタッフ、組織運営担当者、NPO 支援に関心のある専門家 

（士業）、行政職員など 

・ねらい：NPO を組織として運営する能力（マネジメント）を有する人材を育成する。

ゼミを通して NPO マネジメントに関する基礎的な知識を体系的に理解すると同時に、

参加者同士による意見交換等を通して「支援者」間の緩やかなネットワーク構築を目指

す。 

＜実施したこと＞ 

★全 5 回のうち、第 1 回から第 4 回はパブリックリソースセンター（現パブリックリソー

ス財団：PRF）が出版した『NPO 実践マネジメント入門』をテキストとし、同書の「Ⅱ 

実践編：NPO マネジメント」の要点確認と疑問点等に関する意見交換を行なった。 

時間帯はいずれも 16：00～18：00 

・第 1 回：7 月 18 日（木）4 名+市民工房 3 名 

テーマ「ミッションベースド・マネジメント」「中期計画」 

・第 2 回 8 月 1 日（木）3 名+市民工房 3 名 

テーマ「ガバナンス」「人材開発」 

・第 3 回 8 月 22 日（木）1 名+市民工房 2 名 

テーマ「財務・会計」「非営利組織の評価」 

 第 4 回 9 月 12 日（木）1 名+市民工房 3 名 

 テーマ「ファンドレイジング」「広報戦略」「企業の社会貢献と NPO」 

 

★5 回目は PRF より事務局長の田口由紀絵氏をお招きし

て、組織評価のさまざまな指標の解説と、「あきた結い

ネット」を事例とした具体的な分析をお話いただいた。 

 日 時：10 月 24 日（木）13：30～15：30 

 場 所：ホテルマイステイズ宇都宮 

 参加費：2,000 円／人（当法人会員は 1,500 円／人） 

 主 催：NPO 法人宇都宮まちづくり市民工房  共催：こらぼ経営労務支援センター 

参加者：18 名 

  

マネジメントゼミは平日の時間帯ということもあり、参加者が限定されてしまった。その反

省を踏まえて、12 月から 1 月にかけて 19 時開催での第二弾を検討したが、台風 19 号災害

復興支援活動に注力するため、中止とした。 

 



 

１）‐② 会計税務支援の専門家ネットワークづくり 

 ＜事業の対象とねらい＞ 

・対 象：NPO の支援に関心のある会計税務の専門家、NPO の組織運営担当者 

・ねらい：専門家が有する高い専門性を NPO の事業及び組織運営に生かすことにより、地

域社会における新たな価値創造を目指す。そのために、NPO の活動に共感し、その専門

性を生かした参画が期待される専門家を発掘し、専門家と非営利活動団体あるいは専門

家同士の緩やかなネットワークづくりに資する取組を展開していく。 

 

＜実施したこと＞ 

 栃木県県民文化課の協力を得て、関東信越税理士会栃木県支部連合会業務対策部役員へ

の聞き取り調査を行った。 

日 時：2019 年 8 月 23 日 

調査者：市民工房役員 1 名、県民文化課職員 2 名 

内 容：所属する税理士に対して、NPO が取り組んでいる活動の社会的意義を伝える必要

性を感じている一方で、税理士と NPO による個別の関係性構築（顧問契約等）に

ついては、税理士会の特性上支援が難しいとのことであった。 

2020 年度は、ターゲットとなる専門家（例：中小企業診断士など）を絞り込んだコミュニ

ケーションを進めるとともに、聞き取り調査等により非営利組織が抱える課題を再確認し、

支援メニューの構築に努めることを目指す。 

 

１）‐③ NPO 法人事務力検定初級（入門手続き編）／NPO 法人事務力アップセミナー 

＜事業の対象とねらい＞ 

・対 象：NPO 法人の事務担当者 

・ねらい：NPO 法人の組織運営に携わる者が、必要な事務手続きの全体像とその詳細を正

確に把握し事務能力を向上させることを目的とする 

 

＜実施したこと＞ 以下のセミナーを開催すべく準備を進めてきたが、台風 19 号水害の影

響で中止とした 

日 時：2019 年 11 月 30 日（土） 

10：00～16：30  

場 所：マロニエプラザ 2F 大会議室 

定 員：セミナー・検定 各 40 名 

参加費：セミナー受講料 2,000 円、検

定受講料 1,000 円 

スケジュール：10：00～15：15 NPO

事務力アップセミナー 

       15：30～16：30 NPO 事務力検定（初級） 



 

１）‐④ NPO 法人事務力検定 認定講師の養成  

＜事業の対象とねらい＞ 

・対 象：NPO 法人事務力検定 初級合格者 

・ねらい：NPO 法人事務力検定を主催する全国 NPO 法人事務力カンファレンスによる同 

 検定講師講習会を当法人役職員が受講することにより、当法人における NPO 法人の事務 

 力向上の支援に向けた体制強化をはかる。 

※現在、当法人には認定講師が 1 名いる。認定講師の要件は、①検定初級合格、②認定

講師講習受講、③所属団体によるカンファレンス加入。当法人はカンファレンスに加入

しており、検定初級に合格している役職員は 3 名いる（認定講師除く）。 

 

＜実施＞   

全国 NPO 事務支援カンファレンス「認定講師講習

会＆ケーススタディ」 

日 時：2019 年 6 月 20 日（木）  

場 所：NPO サポートセンター田町オフィス 

市民工房会員 2 名、理事 1 名参加。NPO 事務力セ

ミナー開催時の認定講師として今回受講の2名が新

たに加わった。 

 

２）NPO 組織の実務向上事業 

２）‐① NPO 実務担当者向け研修会の定期開催 

＜事業の対象とねらい＞ 

・対 象：県内 NPO の会計・労務などの実務担当者 

・ねらい：団体を管理運営する上で必要不可欠な実務に関する具体的なノウハウを学び、円 

 滑な運営を実践する。 

 

＜実施したこと＞ 

第 1 回 「会計王使い方セミナー」 

日 時：2019 年 7 月 24 日（水）13：30～15：30 

場 所：宇都宮市まちづくりセンター研修室 AB 

参加者：11 名＋工房スタッフ 3 名 

こらぼ経営労務支援センターとの共催で「会計ソフト使

い方セミナー」を実施した。始めに田中理事より会計記帳の基礎知識についてのセミナーが

あり、続いてソリマチ株式会社担当者による会計ソフトの使い方解説が行われた。 

市民工房はさらに、ソリマチの「基調指導機関特別支援制度」に入会、これに伴い「会計

王 NPO 法人スタイル」を会員特別価格で提供することが可能となった。今年度は 3 団体か

ら注文をいただいた。 

https://www.facebook.com/events/405601613404817/?acontext=%7B%22source%22%3A3%2C%22source_newsfeed_story_type%22%3A%22regular%22%2C%22action_history%22%3A%22%5B%7B%5C%22surface%5C%22%3A%5C%22newsfeed%5C%22%2C%5C%22mechanism%5C%22%3A%5C%22feed_story%5C%22%2C%5C%22extra_data%5C%22%3A%5B%5D%7D%5D%22%2C%22has_source%22%3Atrue%7D&source=3&source_newsfeed_story_type=regular&action_history=%5B%7B%22surface%22%3A%22newsfeed%22%2C%22mechanism%22%3A%22feed_story%22%2C%22extra_data%22%3A%5B%5D%7D%5D&has_source=1&__tn__=K-R&eid=ARCoWciRa1Y3BKknoje5m2255f85SkyeW0c-xyIpKWJ6O7jK2cXa3Udh4t8qBbus6FeL5kMRG5ozHrr-&fref=mentions&__xts__%5B0%5D=68.ARAqDQwWwU6Bue6nM31pgLQ2Wj2Ih07gyXloQ3B5oeBRERR7l2BgXUQxI7R25ioyIK0HcrNmXoUI8HgB5_apFEw7VLEbLvsa9G86D70N_gflglL-BXJ9kH5CYaJG2f_KjOeGRch0xjOiHFW176AjLqnb6OppnYgUqUn8slKtdbQT9V7EbWxCTapLORd4grmdcwZHD-TkrfzCV-aP0K1ODFi3YfCfYu_b10h8gRKKzaDse3dCs7YuSAEA2NRuRa7NAyNZe9Kx-iwIXFrLzZrCx6fytnc2VODSUoP5RcJ_pCGSdkKBGl3hoV-H2IWRvtXbuBWUNuG7y5NCmZNOw4-JC8c-8A
https://www.facebook.com/events/405601613404817/?acontext=%7B%22source%22%3A3%2C%22source_newsfeed_story_type%22%3A%22regular%22%2C%22action_history%22%3A%22%5B%7B%5C%22surface%5C%22%3A%5C%22newsfeed%5C%22%2C%5C%22mechanism%5C%22%3A%5C%22feed_story%5C%22%2C%5C%22extra_data%5C%22%3A%5B%5D%7D%5D%22%2C%22has_source%22%3Atrue%7D&source=3&source_newsfeed_story_type=regular&action_history=%5B%7B%22surface%22%3A%22newsfeed%22%2C%22mechanism%22%3A%22feed_story%22%2C%22extra_data%22%3A%5B%5D%7D%5D&has_source=1&__tn__=K-R&eid=ARCoWciRa1Y3BKknoje5m2255f85SkyeW0c-xyIpKWJ6O7jK2cXa3Udh4t8qBbus6FeL5kMRG5ozHrr-&fref=mentions&__xts__%5B0%5D=68.ARAqDQwWwU6Bue6nM31pgLQ2Wj2Ih07gyXloQ3B5oeBRERR7l2BgXUQxI7R25ioyIK0HcrNmXoUI8HgB5_apFEw7VLEbLvsa9G86D70N_gflglL-BXJ9kH5CYaJG2f_KjOeGRch0xjOiHFW176AjLqnb6OppnYgUqUn8slKtdbQT9V7EbWxCTapLORd4grmdcwZHD-TkrfzCV-aP0K1ODFi3YfCfYu_b10h8gRKKzaDse3dCs7YuSAEA2NRuRa7NAyNZe9Kx-iwIXFrLzZrCx6fytnc2VODSUoP5RcJ_pCGSdkKBGl3hoV-H2IWRvtXbuBWUNuG7y5NCmZNOw4-JC8c-8A


 

第 2 回 「経験者が押さえておきたい年末調整準備」 

主 催：こらぼワーク 

共 催：市民工房 

日 時：2019 年 11 月 28 日（木）13：30～15：30 

場 所：こらぼワーク事務所 

まちぴあから 2 名のスタッフが参加、テキストをもとに年末調整の準備、各種控除・税額の 

計算などについての講義を受けたほか、例題から実際の申告書類を記入する実践にも取り 

組み、理解を深めることができた。 

 

Ⅱ－３．市民活動に関する調査研究および政策提言 （定款④） 

１）共助社会研究会 

１）‐① 市民工房サロン 

＜事業の対象とねらい＞ 

・対象：会員（会員間の親睦交流も兼ねる）、非会員（新規会員の獲得に向けた布石とする）

いずれでも構わない。 

・ねらい：市民主体のまちづくりを使命とする市民工房自体が、地域社会が抱える様々な課

題の現状を認識し、理解を深めることが大切であることから、定期的な勉強会を実施する。 

 

＜実施したこと＞ 

以下 3 回実施、4 回目はコロナ禍により延期とした。場所はいずれもまちぴあ。 

★第 1 回 テーマ「休眠預金について」 

日 時：6 月 7 日（木）18：30～20：30 

話題提供者：土崎理事 

参加者：5 名 

指定活用団体、資金配分団体、実行団体という複雑な流れで構

成される制度の概要と現状について理解を深めることができ

た。 

 

★第 2 回 テーマ「SDGs について」 

日 時：8 月 31 日（土）13：30～15：30  

話題提供者：陣内雄次氏 

参加者：5 名 

SDGs への取り組みは、既存の活動を 17 の目標・169 のゴー

ルにあてはまるのではなく、その根底にある「Transforming 

Our World：世界を変革するために何をすべきか」を議論する

ことが大切であることを学んだ。 

 



 

★第 3 回 テーマ「移動店舗について」 

日 時：10 月 3 日（木）15：00～17：00 

話題提供者：とちぎコープ生活協同組合常務理事 

    川端 浩義氏 

参加者：4 名 

2017 年 7 月より宇都宮市内で始まった移動店舗の取り組みについて、さらに 2019 年 10 月

から市内北部で 2 号車の営業が始まること、などを学んだ。 

 

★第 4 回 テーマ「多文化共生社会について」 

日 時：2020 年 3 月 18 日（水）13：30～15：00  

話題提供者：坂本理事  

コロナ禍の影響により来年度に延期とした。 

 

２）‐② 地域自治を考える ～栃木県における小規模多機能自治の可能性を探る～ 

＜背景と目的＞ 

地域社会における共助の仕組みづくりを進めるにあたって重要となるのが、自治会等の

地域組織の機能強化である。従来の親睦交流から課題解決型へと移行する方法として「小規

模多機能自治」に注目して調査研究を行い、シンポジウムを通して情報を共有する。さらに

「地域を経営する」意識をもった地域組織を支援していく。 

 

＜小規模多機能自治とは＞ 

 従来の地縁型組織（自治会・町内会）や消防団、営農組織、PTA、婦人会など地域のさま 

ざま人、組織、団体が参画し、地域課題を自ら解決する新たな自治組織。一人 1 票で、防災 

や福祉、教育、地場産品の製造販売など多岐な取り組みを行う。目的は、地域コミュニティ 

の維持・活性化にある。 

 

＜実施したこと＞  

以下の勉強会を開催すべく準備を進めてきたが、コロナ禍により中止とした 

★共助社会づくり勉強会 2020 

 地域を「見える化」して住民自治を一歩前に進めるために 

   ～地域の課題をワガコト化してとらえ直そう！～ 

 

目 的：人口減少、高齢化が進行する中で、地域が抱える課題は多様化している。それらの

課題解決のためには、地域住民が自分事＝ワガコトとして考え、住民自治を促進す

る必要がある。今回、国勢調査の結果や住民アンケートを活用して地域の現状や課

題を可視化する「地域の見える化」の手法を紹介し、栃木県での活用を広げるきっ

かけにすることを目的に勉強会を開催する。 



 

★講 師：齋藤主税（ちから）氏（NPO 法人都岐沙羅パートナーズ理事・事務局長） 

★日 時：2020 年 3 月 26 日（木）13：30～16：30 

★会 場：とちぎ健康づくりセンター小会議室（宇都宮市駒生町 3337-1 とちぎ健康の森内） 

★対 象：自治会・コミュニティ推進協議会等の地縁組織役員、NPO 支援センター職員、 

市民協働・地域振興担当の自治体職員、地域おこし協力隊員、NPO 役職員等 

★定員：30 名（先着順） 

 この勉強会は、栃木県コミュニティ協会「地域コミュニティ再生促進事業助成金」の交付

をいただき実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅱ－４．まちづくり支援（定款⑦） 

１）宇都宮市まちづくりセンターまちぴあの管理運営 

～2019（令和元）年度事業報告書 概要版 ～ 

１．活動場所等の提供  および  ２．ネットワーキング 

１）2019（令和元）年度の利用状況および情報発信  （ ）内は前年度 

利用者 相談 研修室利用 ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ利用 

1,983 人/月 

（2,224 人/月） 

36 件/月 

（46 件/月） 

1590 団体/年：占有率 73％＊

（1,693 団体：占有率 75％） 

597 回/年 

（503 回） 

HP ｱｸｾｽ ブログｱｸｾｽ 団体登録（累計） 個人新規登録 

3,935 件/月 

（3,714 件/月） 

43,204 件/月 

（36,063 件/月） 

252 団体：新規.33、継続 219 

（254 団体：新規 28、継続 226） 
見直し中 

ﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ 情報誌 貸しオフィス ロッカー 

16 回：412 人 
年 4 回 

3,000 部 
10 団体が 10 区画に入居 

大 12  

小 36（残 12） 

   ＊キャンセル前 86％    他に情報展示室利用団体 112 団体（110 団体） 

２）交流事業の企画運営 （下線は 2019 年度新規事業） 

①まちぴあ座談会 団体同士の活動紹介と交流を目的に 5 回開催、33 団体 89 人が参加。 

②あなたの人生聴かせて下さい まちづくり活動への参加を求める方々が交流する場を作

る目的で 2 回実施（7 月、2 月）計 49 人が参加。 

③あなたの人生アクティブ編 まちづくり初心者のシニア層を対象に「デックタイグルー

プ」を連携し、料理・旅行をテーマにした講座を 2 回実施した（7、10 月）。25 名参加。 

③フェスタｍｙ宇都宮「まちぴあひろば」 2019 年 5 月 19 日城址公園内を会場に 15 団

体が参加した。2020 年度（5 月 19 日開催予定）の参加は新型コロナ感染拡大防止の影響

があり中止。 

④まちぴあまつり 2019 10 月 14 日（日・祝）まちぴあを会場に計画したが、台風・水害

の影響により中止。参加予定 2 団体と連携し、急遽交流会を実施し約 60 名が参加した。 

⑤ボランティア体験プログラム ～釜川コケ落とし大作戦～ 5 回実施し、延べ 142 人が

参加した。市内外に営業所がある事業者や若者の参加が増えている。 

⑥あそび初め ボランティア活動の場の創出、周辺地域との連携が目的。1 月 26 日に 8

回目を開催し 21 団体が協力。ボランティア 90 人のほか、昨年同様地元自治体等のご協力

でもちつきを行ない、大変好評であった（来場者約 350 人）。 

 

３）活動主体間の相互理解促進のための企画 

①コミュニティボランティア体験事業 

高校生や大学生といった若者が、自治会をはじめとした地域組織の活動に参加する機会

を創る事業を企画（今年度の新規事業）。具体的には地元今泉地区を舞台にした「八坂神

社例大祭のお神輿担ぎ体験および休憩所運営お手伝い」「夏の夕べ・盆踊りでの子ども対

宇都宮市 
まちづくりセンター 
まちぴあ 



 

象の事業」「子ども秋祭りでの事業（※雨天中止）」の内容であった。秋まつりの中止分

は、1 月のあそび初めで実施し、地域の子ども達に大変好評であった。 

 

３．データバンク・調査研究（下線は 2018 年度新規事業） 

１）データバンク「マッチングシステム」全登録団体の情報を掲載、さらに団体からの活

動報告書を「まちぴあアーカイブ 団体活動報告」に掲載。 

２）団体活動取材 登録団体及びまちづくり団体の取材を行い（2019 年度は 22 ヶ所）、

ブログや情報誌で取材情報を発信している。 

３）若者とまちづくり調査 若者のまちづくり参加を促進する目的で、2 月 29 日（土）に

「災害復興支援」をテーマに栃木市における市内高校生及び壬生高校の取り組みを事例紹

介及びワークショップを計画した。(感染症拡大防止のため中止） 

 

４．NPO 法人等設立・運営支援 

１）相談対応 昨年同様月平均 36 件の相談があった。 

２）専門家相談「NPO のための消費税セミナー」 消費税増税に対応するための講座

を、11 月 13 日（土）に実施した。7 団体 11 名が参加した。 

 

５．事業支援 （下線は 2019 年度新規事業） 

１）宇都宮市市民活動助成金事業 事業発表会（4 月 6 日）、審査会（5 月 10 日、11 日： 

11 団体へ交付決定）運営を支援、また 1 月 30 日には説明会を開催（12 名参加）した。 

２）学生ボランティア体験プログラム 6 月 29 日高校生を中心とした若者が参加できるボ

ランティア活動についてまちぴあ登録 7 団体による事例紹介を実施、28 名が参加した。

３）NPO のための助成金説明会（コープ／花王） 9 月 27 日実施、14 人が出席。 

 

６．人材育成 

１）連続講座「NPO・ボランティア事務局お助け講座」 法人設立、会計、広報、資金調

達の 4 回講座を 11 月中に開催し、延べ 55 人が受講した。 

３）プチ起業立ち上げ講座 趣味や特技を活かして何かを始めたいと思う人を後押しする

ために、3 回講座を開催（講話と事例紹介）し、延べ 53 人が受講した。 

４）コミュニティビジネス（CB）フォーラム「インキュベーションと地域課題解決」 3

月 10 日、貸しスペースを活用したコミュニティビジネス事例をテーマにしたフォーラム

を計画した。感染症拡大防止の影響により中止。 

 

７．その他 

まちぴあ利用者協議会 全体会（6 月 8 日 19 団体 21 人参加）及び役員会 4 回を計画。 

 

 

宇都宮市 
まちづくりセンター 



 

Ⅱ－５．台風 19 号被災地支援活動 

2019 年 10 月 12 日に日本列島を襲った台風 19 号は、栃木県内に大きな傷跡を残しま

した。宇都宮市でも田川、姿川などからの越水により数多くの世帯が床上床下浸水の被害

を受けました。被災された皆様に心よりお見舞い申し上げるとともに、一刻も早い復旧に

向けて、当法人としてできるかぎりの支援をしてきました。 

★情報収集 

 13 日および 17 日：JR 宇都宮駅西側（駅西エリア）の被災状況確認 

 16 日：市社協（宇都宮市災害ボランティアセンター立ち上げ）とともに、大谷地区の被 

災状況確認 

★ボランティア活動 

 14 日：駅西エリアで YMCA 運営の簡易ボラセンにて被災財運び出し（3 名） 

★災害ボランティアセンター（VC）運営支援 

 26 日大谷地区、27 日駅西エリアの VC サテライトの運営支援 

 

１）田川クリーンアップ大作戦 

上記活動を通して、①社協災害 VC の対象外である公的スペース（道路、河川敷、公園な 

ど）の泥や草取りの必要性、②被災財の運び出しや屋内の泥出し活動とは異なる支援（側溝

や庭などの泥出し等）の必要性、を実感したことから、市内 NPO 有志と共同で、まずは田

川周辺の清掃活動をスタートしました。 

★実施団体（民間有志）  

NPO 法人宇都宮まちづくり市民工房、NPO 法人トチギ環境未来基地、とちぎ YMCA、 

NPO 法人とちぎユースサポーターズネットワーク、NPO 法人リスマイリー、VG まなびば

ライオンズクラブ国際協会 333B 地区 4R1Z、一般社団法人若年者支援機構  

 

★活動実績 延べ 355 名参加 

・10 月 30 日（水） 東橋から幸橋サイクリングロード欄干草取り 45 名参加 

 担当：市民工房 

・10 月 31 日（木） 東橋北側遊歩道欄干草取り 10 名参加  担当：環境未来基地 

・11 月 2 日（土）  東橋から幸橋遊歩道草取り、泥出し、水門口のごみ除去 100 名参加 

 担当：市民工房 

・11 月 3 日（日）  東橋から大泉橋遊歩道および「ちびっこ広場」草取り 96 名参加 

 担当：ユースサポーターズ 

・11 月 4 日（月・祝） 清巌寺横の水路ごみ除去、泥出し、千波児童公園草取り、 

ちびっこ広場草取り、東橋防波堤沿い泥出し  70 名参加 

 担当：環境未来基地 

・11 月 8 日（金）  東橋から幸橋（左岸）泥出し 23 名  担当：環境未来基地 

・11 月 9 日（土）  東橋から幸橋（左岸）泥出し 11 名  担当：ユース／市民工房 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本活動については、社会福祉法人中央共同募金会の 

ボラサポから 24 万円の助成金をいただいた。 

 

２）うつのみや暮らし復興支援センター   

田川クリーンアップ大作戦は 11 月 9 日の活動で終了し、その後は被災された方々の暮ら

し全般の支援をする「うつのみや暮らし復興支援センター」（田川プロジェクト、大谷プロ

ジェクト）へと引き継がれた。センターでは、宇都宮市社会福祉協議会災害ボランティアセ

ンターとの役割分担のもと、屋外（側溝、庭、納屋など）での作業を中心に暮らしの復興支

援を行った 

★運営団体（民間有志）： 

NPO 法人宇都宮まちづくり市民工房、NPO 法人トチギ環境未来基地、 

公益財団法人とちぎ YMCA、NPO 法人とちぎユースサポーターズネットワーク、 

NPO 法人リスマイリー、昭和こども食堂、ボランティアグループまなびば 



 

★協力団体：ライオンズクラブ国際協会 333B 地区 

★活動実績 延べ 265 名参加 

・11 月 12 日（火）東塙田地区での泥出し作用およびニーズ調査 7 名 担当：市民工房 

・11 月 14 日（木）元今泉 2 丁目遊歩道沿い庭の泥出し、東塙田駐車場の泥出し 10 名 

 担当：環境未来基地 

・11 月 16 日（土） 田川右岸遊歩道沿いの側溝泥出し 27 名 担当：市民工房 

・11 月 21 日（木） 東塙田店舗兼住宅及び田川左岸側溝泥出し、 

大通り 5 丁目空き地泥だし 12 名 担当：市民工房／環境未来基地 

・11 月 22 日（金） 大通り 5 丁目空き地と隣家の敷地泥出し 4 名 担当：ユース 

・11 月 25 日（月） 大通り 5 丁目空き地と隣家の敷地泥出し 7 名 担当：環境未来基地 

・11 月 26 日（火） 田川右岸遊歩道沿いの側溝泥出し 14 名 担当：市民工房／未来基地 

・11 月 27 日（水） 田川右岸遊歩道の土砂片付け 9 名 担当：環境未来基地 

・11 月 28 日（木） 個人宅庭及び隣家の側溝泥出し 5 名 担当：市民工房／市社協 

・11 月 29 日（金） 田川右岸遊歩道の土砂片付け 12 名 担当：市民工房／まなびば 

・11 月 30 日（土） 今泉庭の泥出し、東塙田側溝泥出し 8 名 担当：ユース 

・12 月 4 日（水） 東塙田敷地内泥出し 8 名  担当：環境未来基地 

・12 月 5 日（木） 東塙田側溝泥出し 13 名  担当：市民工房／まなびば 

・12 月 6 日（金） 千波町の店舗兼住宅敷地内泥出し 5 名  

 担当 市民工房／ユース／市社協 

・12 月 7 日（土） 東塙田敷地内泥出し 6 名 担当：まなびば／市社協 

・12 月 10 日（火） 東塙田敷地及び側溝泥出し 4 名 担当：市民工房／市社協 

・12 月 11 日（水） 東塙田敷地泥出し 4 名 担当：市民工房／環境未来基地 

・12 月 12 日（木） 大谷地区敷地泥出し、東塙田側溝ふた開け 14 名 

 担当：ユース／市民工房／市社協／まなびば 

・12 月 13 日（金） 東塙田敷地泥出し 4 名 担当：ユース／市民工房／市社協 

・12 月 14 日（土） 東塙田側溝泥出し、仲町駐車場清掃 14 名 担当：市民工房／まなびば 

・12 月 18 日（水） 今泉民家床下泥出し・消毒、東塙田敷地泥出し 7 名 

 担当：環境未来基地／市社協 

・12 月 19 日（木） 千波町側溝泥出し 2 名 担当：市民工房／まなびば 

・12 月 19 日（木） 市社協主催第 1 回お買い物バスツアー（東塙田）協力 市民工房 1 名 

・12 月 20 日（金） 東塙田敷地泥出し 6 名 担当：ユース／市民工房／環境未来基地 

・12 月 21 日（土） 千波町側溝泥出し、東塙田敷地泥出し 10 名  

担当：環境未来基地／市社協 

・12 月 24 日（火） 市社協主催第 3 回お買い物バスツアー（大谷）協力 市民工房 1 名 

・12 月 25 日（水） 東塙田敷地泥出し 4 名 担当：環境未来基地／市社協 

・1 月 11 日（土） 東塙田敷地泥出し 4 名 担当：市民工房／環境未来基地／まなびば 

・1 月 18 日（土） 東塙田敷地泥出し 3 名 担当：市民工房／まなびば 



 

・2 月 1 日（土）  千波町屋内整理整頓 16 名 担当：市民工房／まなびば／市社協 

・2 月 11 日（火・祝）今泉町側溝泥出し 4 名 担当：市民工房／まなびば 

・2 月 22 日（土） 今泉町側溝泥出し 5 名 担当：市民工房／まなびば／市役所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅱ－６．その他 

１．市民工房推薦による外部委員 

１）宇都宮市社会福祉協議会「地域福祉事業運営委員会」委員（継続） 

  土崎雄祐 理事  任期 令和元年 6 月～令和 3 年 6 月定時評議委員会 

２）日光市高齢化集落地域づくりアドバイザー（継続） 

  安藤正知 理事長 任期 令和元年 5 月 15 日～令和 3 年 3 月 31 日 

３）宇都宮市地域情報化推進懇談会（継続） 

  小倉克洋 理事  任期 平成 30 年 5 月 8 日～令和 2 年 5 月 7 日 

４）とちぎ協働アドバイザー（継続） 

  安藤正知 理事長 任期 令和 2 年 4 月 1 日～令和 3 年 3 月 31 日 

  （岩井理事、土崎理事は別団体で就任） 

５）栃木県ボランティア活動振興センター運営委員会委員（継続） 

  小倉克洋 理事  任期 令和 2 年 4 月 1 日～令和 3 年 3 月 31 日 

６）小山市市民活動センター運営調整会議（2020 年度から新規） 

  安藤正知 理事長 任期 令和 2 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日 

７）とちぎコープ生活協同組合理事（2020 年度から新規） 

  安藤正知 理事長  任期 令和 2 年 6 月 11 日～令和 4 年 6 月 10 日 

 

Ⅲ．市民工房の組織運営 

Ⅲ－１．会員数 

 2020 年 3 月 31 日現在、個人正会員 40 名、 団体正会員 5 団体、 

個人賛助会員 10 名、 団体賛助会員 6 団体 

 

Ⅲ－２．第二期認定 NPO 法人 

更新期間：2018 年 10 月 25 日から 2023 年 10 月 24 日まで。 

 

Ⅲ－３．理事会の開催 

2019 年度の理事会を下記の通り 3 回開催した。場所はいずれも、宇都宮市まちづくりセ

ンター。 

・2019 年度第 1 回（通算第 77 回）理事会 

2019 年 4 月 16 日（火）18：30～19：45 出席者 12 名 

  2019 年度事業計画案、役員改選案、総会日程 

・第 2 回（第 78 回）理事会   

10 月 21 日（月）15：00～16：30  出席者 10 名 

 2019 年度上半期 事業報告及び予算執行状況、第二期中期計画振り返り、 

まちぴあ第三期指定管理について 

 



 

・第 3 回（第 79 回）理事会  

2020 年 2 月 6 日（木）18：30～20：00 出席者 10 名 

  2019 年度事業進捗及び予算執行状況、役員改選案、2020 年度事業計画案、その他 

  

Ⅲ－４．2019 年度第 15 回通常総会開催 

2019 年度 第 15 回通常総会 

日時：2019 年 5 月 23 日（木）18：30～19：45 

場所：宇都宮市まちづくりセンター2F 研修室 AB 

出席者：正会員 個人 41 名・団体 6 団体中 

出席者 38 名・団体（うち委任 19 名・団体）  

議題： （１）2018（平成 30）年度事業報告および決算報告 

    （２）監査報告 

    （３）2019（令和元）年度事業計画（案）および予算（案） 

    （４）役員改選（案） 

    （５）登記申請書類の字句の修正の委任について 

 

Ⅳ．まとめ 

＜2019 年度を振り返って＞ 

2019（令和元）年度は、台風 19 号による水害被害とコロナ禍という 2 つの災いに見舞われ

る苦しい 1 年であった。 

１．台風 19 号による水害からの復興支援 

栃木県内の NPO 団体や宇都宮市社会福祉協議会との連携のもと、「うつのみや暮らし

復興支援センター」を立ち上げて、主に宇都宮市内の復興支援に取り組んだ。災害のな

い平穏な暮らしを望みつつも、災害列島に暮らす以上、万が一への備えは不可欠であり、

今回の取り組みは今後に生かせるものと考える。 

２．コロナ禍 

世界的な大流行の中で、さまざまな企画が中止・延期に追い込まれた。市民工房事業も

例外ではなく、2020 年を迎えてからの企画は実施できなかった。幸いなことに、当法

人への影響は今のところ大きくないが、自粛の波は多くの非営利団体の組織運営にも

甚大な負荷を与えている。当法人としてどのような支援ができるのかを模索実施して

いるとろこである。 

気候変動や未知の病原菌の流行など、残念ながら今後も危機は継続する。都市への集中とは

逆の「開疎化」という概念も提唱されているように、新しい社会の在り方を考える機会と捉

えて、当法人の役割を創り出していきたい。 

 

 

 



 

Ⅴ．参考資料 

Ⅴ－１．会員数と寄付者の推移 

★会員： 

2013 年度末 ＜正会員＞ 個人 44 人、 団体 6  ＜賛助会員＞ 個人 5 人 

2014 年度末 ＜正会員＞ 個人 43 人、 団体 6  ＜賛助会員＞ 個人 5 人、 団体 4 

2015 年度末 ＜正会員＞ 個人 39 人、 団体 6  ＜賛助会員＞ 個人 6 人、 団体 4 

2016 年度末 ＜正会員＞ 個人 36 人、 団体 5  ＜賛助会員＞ 個人 7 人、 団体 5 

2017 年度末 ＜正会員＞ 個人 41 人、 団体 6  ＜賛助会員＞ 個人 7 人、 団体 5 

2018 年度末 ＜正会員＞ 個人 41 人、 団体 6  ＜賛助会員＞ 個人 7 人、 団体 5 

2019 年度末 ＜正会員＞ 個人 40 人、 団体 5  ＜賛助会員＞ 個人 10 人、 団体 6 

 

表Ⅴ－１．受け取り寄付額と寄付者数の推移（前受寄付金計上前） 

＊１）賛助込み、ただし理事を除く  ＊２）理事除く、重複あり ＊３）会費支払者数 

 

 

 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 

 実績 実績 実績 実績 実績 

寄付額（賛助込み） 336,226 円 269,878 円 357,788 円 199,186 円 320,374 円 

寄付者総数（賛助込み） 69 人・団体 29 人・団体 42 人・団体 37 人・団体 29 人・団体 

うち 3,000 円以上＊１） 26 人・団体 24 人・団体 26 人・団体 22 人・団体 20 人・団体 

寄 付 内 訳 

 ①一般寄付 233,173 円 103,776 円 62,878 円 66,366 円 266,374 円 

3,000 円以上＊２） 3 人 4 人 9 人 9 人 12 人 

 ②三依プロジェクト 115,000 円 61,950 円 88,000 円   

  3,000 円以上＊２） 12 人 10 人 15 人   

 ③ひろのカフェ 98,626 円 56,500 円    

   3,000 円以上＊２） 2 人 1 人    

 ④子ども食堂  98,000 円 15,000 円  5,000 円  

   3,000 円以上＊２）  9 人 2 人 1 人  

 ⑤地域福祉   50,000 円   

3,000 円以上＊２）   0 人   

⑥水害復興      5,000 円 

3,000 円以上＊２）     1 人 

 ⑥賛助会員 40,000 円 16,000 円 54,000 円 39,000 円 49,000 円 

   賛助会員数＊3） 9 人・団体 10 人・団体 13 人・団体 8 人・団体 13 人・団体 

   3,000 円以上＊２） 7 人・団体 2 人・団体 8 人・団体 8 人・団体 9 人・団体 



 

表Ⅴ－２．センター運営以外の事業内訳推移 助成金事業 下線は委託事業 

2006（Ｈ18）年度 2007（Ｈ19）年度 2008（Ｈ20）年度 

栃木県委託事業 

団塊の世代の調査研究 

栃木県委託事業 

これからまちづくり大学 

栃木県委託事業 

これからまちづくり大学 

栃木県委託事業 

NPO・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ理解促進講座 

栃木県委託事業 

地域の実情と課題を探る 

ﾄﾖﾀｳｯﾄﾞﾕｰﾎｰﾑ株式会社 

みずほの緑の郷 

 協働コーディネーター講座 

 

中央ろうきん助成 

姿川地区の将来ビジョン 

 厚生労働省委託事業  

特別な休暇制度普及促進事

業 

国土交通省委託事業 

三依交流プロジェクト 

  協働コーディネーター講座 

2009（Ｈ21）年度 2010（Ｈ22）年度 2011（Ｈ23）年度 

栃木県委託事業 

これからまちづくり大学 

独立行政法人福祉医療機構 

地域の担い手育成 

栃木県委託事業 

地域支え合い体制づくり 

ﾄﾖﾀｳｯﾄﾞﾕｰﾎｰﾑ株式会社 

みずほの緑の郷 

ﾄﾖﾀｳｯﾄﾞﾕｰﾎｰﾑ株式会社 

みずほの緑の郷 

協働コーディネーター講座 

国土交通省委託事業 

三依交流プロジェクト 

JT 青少年の育成に関する助

成「秘密基地」 

三依交流プロジェクト 

全国商店街支援センター 

起業研修事業 

協働コーディネーター講座 震災復興支援活動 

協働コーディネーター講座 三依交流プロジェクト  

ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ研究所委託事業 

CSR 大賞・セミナー 

  

2012（Ｈ24）年度 2013（Ｈ25）年度 2014（Ｈ26）年度 

栃木県地域版ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ事業

（市民研究員事業） 

三依交流プロジェクト 

財源：売上と寄付 

三依交流プロジェクト 

財源：売上と寄付 

栃木県地域版ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ事業

（環境共生） 

震災復興支援事業 

財源：寄付、補助金 

ひろのカフェ in 関船 

財源：寄付、補助金 

三依交流プロジェクト 

財源：売上と寄付 

市民研究員事業 

財源：なし 

共助社会研究会 

財源：委託費 

震災復興支援事業 

財源：寄付、補助金 

CB 起業講座 

財源：参加費 

CB 起業講座 

財源：委託費 

空き家再生プロジェクト 空き家再生プロジェクト 

⇒LLP 設立へ 

NPO 法人事務力検定ｾﾐﾅｰ 

財源：委託費 

 



 

表Ⅴ－２．センター運営以外の事業内訳推移（２） 

2015（Ｈ27）年度 2016（Ｈ28）年度 2017 （Ｈ29）年度 

三依交流プロジェクト 

財源：売り上げと寄付 

三依交流プロジェクト 

財源：売り上げと寄付 

三依交流プロジェクト 

財源：売り上げと寄付 

ひろのカフェ in 関船 

財源：寄付 

共助社会研究会 

財源：寄付 

共助社会研究会 

財源：寄付と助成金 

（トヨタ財団調べる助成） 

共助社会研究会 

財源：寄付、補助金 

CB 起業講座 

財源：委託費 

CB 起業講座 

財源：委託費 

CB 起業講座 

財源：委託費 

 コミュニティボランティア 

体験事業  財源：委託費 

2018（Ｈ30）年度 2019（R 元）年度  

三依交流プロジェクト 

財源：売り上げと寄付 

三依交流プロジェクト 

財源：売り上げと寄付 

 

NPO の組織基盤強化 

財源：助成金、事業収入 

NPO の組織基盤強化 

財源：事業収入 

 

中間支援センター視察 

財源：自主事業 

共助社会研究会（サロン） 

財源：事業収入 

 

 水害復興支援 

財源：助成金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

表Ⅴ－３．収入内訳   ＊１：2011 年度以降、賛助会員費は寄付として計算。 

宇都宮サポセン 2006（Ｈ18）年度 2007（Ｈ19）年度 2008（Ｈ20）年度 

センター委託費 12,128,550 92.9％ 12,908,700 87.2% 13,628,000 70.2% 

その他の事業収入 878,200 6.7％ 1,731,436 11.7% 5,603,700 28.9% 

会費 33,000 0.3% 81,000 0.5% 89,000 0.5% 

寄付 3,800 0.0% 83,392 0.6% 92,940 0.5% 

雑収入 13,233 0.1% 1,682 0.1% 1,938 0.0% 

合計 13,056,783  14,806,210  19,415,578  

宇都宮サポセン 2009（Ｈ21）年度 2010（Ｈ22）年度 2011（Ｈ23）年度 

センター委託費 15,015,719 65.1% 15,015,000 76.9% 16,743,400 89.0% 

その他の事業収入 6,475,677 28.1% 3,348,098 17.2% 1,230,032 6.6% 

会費 90,000 0.4% 110,000 0.6% 93,000 0.7% 

寄付 1,108,671 4.9% 992,841 5.1% 712,646 3.5% 

雑収入 390,430 1.7% 51,372 0.2% 32,966 0.1% 

合計 23,080,497  19,517,311  18,812,044  

まちぴあ 2012（Ｈ24）年度 2013（Ｈ25）年度 2014（Ｈ26）年度 

ｾﾝﾀｰ指定管理費 24,000,000 86.9% 24,300,000 95.4％ 25,405,714 95.5％ 

その他の事業収入 2,951,639 10.7% 532,826 2.1％ 588,297 2.2％ 

会費 150,000 0.7% 113,000 0.5％ 124,000 0.5％ 

寄付＊1 429,629 1.4% 479,328 1.8％ 486,799 1.8％ 

雑収入 96,070 0.3% 56,230 0.2％ 1,217 0.0％ 

合計 27,627,438  25,481,381  26,606,027  

まちぴあ 2015（Ｈ27）年度 2016（Ｈ28）年度 2017（Ｈ29）年度 

ｾﾝﾀｰ指定管理費 27,344,860 94.5% 27,350,000 97.1％ 27,830,000 92.6％ 

その他の事業収入 701,002 2.4% 422,216 1.5％ 1,744,191 5.8％ 

会費 140,000 0.5% 113,000 0.4％ 133,000 0.4％ 

寄付＊1 715,231 2.5% 269,878 1.0％ 357,788 1.2％ 

雑収入 937 0.0% 48 0.0％ 41 0.0％ 

合計 28,902,030  28,155,142  30,065,020  

まちぴあ 2018（Ｈ30）年度 2019（R 元）年度  

ｾﾝﾀｰ指定管理費 27,379,458 98.0％ 28,038,862 97.2％   

その他の事業収入 253,157 0.9％ 372,687 1.3％   

会費 102,000 0.4％ 121,000 0.4％   

寄付＊1 209,186 0.7％ 320,374 1.1％   

雑収入 42 0.0％ 43 0.0％   

合計 27,943,843  28,852,966    



 

 


